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研究成果の概要（和文）：新潟大学 顎顔面口腔外科では、1983年より二段階口蓋形成手術法を施行してきた。
1996年に軟口蓋形成手術法を変更し、顎発育だけでなく言語機能の獲得にも可及的に良好な治療成績を報告して
きたが、言語成績の更なる向上を目指し、2010年に硬口蓋閉鎖時期を5歳半から4歳へ早期移行した。本研究で
は、この硬口蓋閉鎖時期の早期移行が長期的な言語機能の獲得に有効かどうかを検討した。その結果、硬口蓋閉
鎖時期の早期移行群では、5歳時における鼻咽腔閉鎖機能良好例と6歳時における正常構音例が増加した。顎発育
においても否定的な影響は確認されず、言語機能による分析を統合すると、硬口蓋閉鎖時期の妥当性が示され
た。

研究成果の概要（英文）：We have performed two-stage palatoplasty for patients with cleft lips and 
palates in the Oral and Maxillofacial Surgery Clinic of Niigata University Medical and Dental 
Hospital since 1983. As a result of evaluating maxillary growth, we have changed the timing of hard 
palate closure from 5.5 years of age to 4 years of age since 2010. To validate the earlier hard 
palate closure in our two-stage procedure, we evaluated speech outcome at 4, 5, 6, 7, and 8 years of
 age. At 5 years of age, the cases with good velopharyngeal function increased significantly and at 
6 years of age, good articulation increased due to the earlier hard palate closure. Based on an 
evaluation of maxillary growth and speech outcome together, we conclude that earlier hard palate 
closure is reasonable for our two-stage procedure.

研究分野：音声言語障害学

キーワード： 口唇口蓋裂　二段階口蓋形成手術法　言語成績

  １版

令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
本研究成果により、二段階口蓋形成手術法の治療体系を確立していく上で重要な示唆が得られた。また、口唇口
蓋裂児が正常言語を早期に獲得し、良好なコミュニケーション態度と積極的な言語活動を形成することは、子ど
もの豊かな感性や情緒の育成を促進する。一時的な形態と機能の回復のみならず、口唇口蓋裂児の社会性発達に
多方面に関わる研究ともいえ、口唇口蓋裂の治療体系と音声言語障害領域の発展に寄与した。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。



新潟大学 顔面口腔外科では、1983 年より二段階
口蓋形成手術法を施行してきた。二段階口蓋形成手
術法は、良好な顎発育とともに良好な言語機能の獲
得を目指した治療体系であり、軟口蓋形成術および
硬口蓋閉鎖術の時期や段階、方法、連続性の課題を
めぐって議論は絶えない。とりわけ、硬口蓋閉鎖術
をいつ行うか、欧米では、Early hard palate closure

か、Late hard palate closure か、着目されてきた。
すなわち、硬口蓋閉鎖時期が遅いほど良好な顎発育
が維持できる一方、言語機能の獲得には否定的な影
響が懸念されたことによる。当科では、この課題を
可及的に解決すべく、2010 年より硬口蓋閉鎖時期
を 5 歳半から 4 歳へ早期移行した（図 1）。 

 

図 1．当科の二段階口蓋形成手術法 
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１．研究開始当初の背景 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２．研究の目的 

本研究では、硬口蓋閉鎖時期の 5 歳半から 4 歳への早期移行が長期的な言語機能の獲得に有
効であるかどうか、（1）4 歳時から 8 歳時における言語機能による分析から検討した。さらに、
（2）顎発育による分析を追加し、硬口蓋閉鎖時期の早期移行が乳歯列期咬合関係に与える影響
を検討した。最終的に、顎発育と言語機能による分析を統合し、当科の二段階口蓋形成手術法に
おける硬口蓋閉鎖時期の妥当性を明らかにすることとした。 

 

３．研究の方法 

（1）言語機能による分析 

対象は、当科の二段階口蓋形成手術法において、軟口蓋形成術を Furlow 法により 1 歳半で施
行し、硬口蓋閉鎖術を 4 歳で施行した症例、片側唇顎口蓋裂 30 例（以下、4 歳群）とし、比較
対照は、同様の管理下で硬口蓋閉鎖術を 5 歳半で施行した症例、片側唇顎口蓋裂 60 例（以下、
5 歳半群）とした。口唇形成術は Cronin 法により、4 歳群では平均 6.2 か月時に、5 歳半群では
平均 6.5 か月時に、軟口蓋形成術は Furlow 法により、4 歳群では平均 18.5 か月時に、5 歳半群
では平均 18.7 か月時に施行していた。また、硬口蓋閉鎖床は、4 歳群（30 例中 22 例（73.3%）
に常時装着を確認）では平均 31.8 か月時に、5 歳半群（60 例中 50 例（80%）で常時装着を確
認）では平均 31.5 か月時に装着し、両群はこの段階まで同様の管理下にあった。硬口蓋閉鎖術
のみは、4 歳群では平均 51.0 か月時（4 歳 3 か月時）に、5 歳半群では平均 67.2 か月時（5 歳 7

か月時）に施行していた。なお、各々の手術治療は、時期を異にして 3 名の熟練した口腔外科医
が従事し、個々の症例の手術は各時期に担当した 1 名が行った。また、言語治療は、全例に対し
て 1 歳時より 3 か月ごとの言語管理（定期観察および児や保護者への間接指導）を開始し、お
よそ 4 歳時より児の発達程度や言語獲得の状態に応じて鼻咽腔閉鎖機能や構音の直接指導を行
った。評価時期の 4 歳時から 8 歳時において、発音補助装置による補綴的治療を要した症例は、
4 歳群では 2 例（6.7%）、5 歳半群では 3 例（5.0%）であった。 

言語機能は、4 歳時から 8 歳時における鼻咽腔閉鎖機能と構音（異常構音の有無、種別、子音
数）を評価した。評価時期は、個々の症例の誕生日前後 1 か月以内とし、くわえて、硬口蓋閉鎖
術前および術後の評価を示した。硬口蓋閉鎖術前の評価時期は手術の 1～2 週前とし、4 歳群で
は平均 4 歳 3 か月時（術前平均 6 日）に、5 歳半群では平均 5 歳 7 か月時（術前平均 11 日）に
施行していた。硬口蓋閉鎖術後の評価時期は手術から約 1 か月後（退院後 2～3 週）とし、4 歳
群では平均 4 歳 4 か月時（術後平均 33 日）に、5 歳半群では平均 5 歳 8 か月時（術後平均 43

日）に施行していた。なお、各々の言語管理は、時期を異にして 3 名の熟練した言語聴覚士が従
事し、個々の症例の評価は各時期に担当した 1 名が行った。その診療録の記載内容を下記の評
価基準に従って詳細に分析し、本研究の資料とした。 

 鼻咽腔閉鎖機能の評価は、日本コミュニケーション障害学会 口蓋裂言語検査を参考に、良好、
ごく軽度不全、軽度不全、不全の 4 段階で判定した。良好は開鼻声、呼気鼻漏出による子音の歪
みをみとめないもの、ごく軽度不全は鼻漏出がみられるものの開鼻声、子音の歪みはごく軽度で
あるもの、軽度不全は鼻漏出がみられ中等度の開鼻声、子音の歪みをみとめるもの、不全は重度
の開鼻声、子音の歪みをみとめるものとした。構音の評価は、日本音声言語医学会 新版構音検
査を参考に、音節、単語、文章、会話を総合的に調査し、異常構音の有無、種別、子音数で判定
した。異常構音の種別は、声門破裂音、口蓋化構音、咽頭破裂音、咽頭摩擦音、鼻咽腔構音、側
音化構音、その他（ハ行音に近い音への誤り）とし、置換型などの未熟構音は正常構音に含めた
（同一症例内で重複あり）。異常構音の子音数は、主要な 13 子音の誤り音数を算出した。 

統計処理は、カイ二乗検定、t 検定を用い、有意水準は 5%とした。 



 硬口蓋閉鎖時期の早期移行が 4 歳時から 8 歳時
における言語機能の獲得に与える影響として明ら
かになったのは、5 歳時における鼻咽腔閉鎖機能良
好例の増加（図 2）と、6 歳時における正常構音例
の増加（図 3）であった。4 歳群において、早期の
言語機能の獲得を促した最大の要因は硬口蓋閉鎖
術であり、鼻咽腔閉鎖機能について、硬口蓋閉鎖床
の撤去により口腔内圧の上昇による鼻咽腔閉鎖機
能の賦活化が早期に得られたためと推察された。ま
た、構音について、5 歳半群では硬口蓋閉鎖床の装
着下で直接指導を開始せざるをえないのに対し、4

歳群では硬口蓋閉鎖術後の正常な口腔内環境によ
る構音の学習が促進されたためと推察された。ただ
し、有意差が示されたのは、鼻咽腔閉鎖機能のみで
あり、構音は異常構音の種別、異常構音の有無、子
音数で改善の傾向はみられたものの有意差は示さ
れなかった。この点について、4 歳の児の発達程度
では最大限の協力下にあっても、言語治療の直接指
導の効果が十分でないことも多く、5 歳近くまで児
の発達を待ったほうが有効、もしくは待たざるをえ
ないといった臨床的な事情や、硬口蓋閉鎖術後の鼻
咽腔閉鎖機能の安定から正常言語獲得に至るまで
約 1 年の言語治療を要するため、直接指導の効果が
症例によって異なり、全体に反映されなかった可能
性が推察された。したがって、いわゆる Late hard 

palate closure の範囲にある硬口蓋閉鎖時期の 5歳
半から 4 歳への早期移行は、言語機能の獲得年齢を
考慮すると、鼻咽腔閉鎖機能および構音の獲得その
ものに影響を与えるよりも、その獲得過程に有効で
あることが示された。 

 5-year-olds‘Index では、スコアの平均値に有意
差はみられず、ただし、good のスコアには有意差
が示されたものの、容易な矯正治療で改善が可能
とされ、咬合関係には影響は少ないだろうという
結果が明らかになった（図 4）。続いて、modified 

Huddart / Bodenham scoring system では、有意
差はみられなかった（図 5）。したがって、顎発育
による分析から、硬口蓋閉鎖時期の早期移行によ
る否定的な影響は示されなかった。 

 

図 2．鼻咽腔閉鎖機能 

 

 

図 3．構音 

 

 

 

図 4．乳歯列期咬合関係 

 

 

図 5．乳歯列期咬合関係 
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（2）顎発育による分析 

 対象は、上記症例のうち、咬合関係の評価資料が整った 25 例（以下、4 歳群）とし、比較対
照は、同じく評価資料が整った 49 例（以下、5 歳半群）とした。 

乳歯列期咬合関係の評価は、まず、5-year-olds‘Index の評価手続きに則り、Group1～5 に
類型化した。評価者は、当院口腔外科医 A、院外口腔外科医 B、当院矯正歯科医 C、院外矯正歯
科医 D とし、内部評価者 2 人と外部評価者 2 人から構成した。評価は評価者が集合して同日に
時間を空けて 2 回行い、4 人の評価者が各模型を 2 回評価したため、1 つの模型を計 8 回評価し
た。また、評価者内および評価者間の評価の一致度は重み付き Kappa 値により判定した。統計
処理は、スコアの比較に t 検定、度数分布の比較にカイ二乗検定を用い、有意水準は 5%とした。
続いて、modified Huddart / Bodenham scoring system の評価手続きに則り、正常咬合、切端
咬合、反対咬合に類型化した。評価者は、当院矯正歯科医 A と B から構成し、同様の手続きを
用いた。統計処理は、t 検定を用い、有意水準は 5%とした。 

 

４．研究成果 

（1）言語機能による分析 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（2）顎発育による分析 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

以上より、顎発育と言語機能による分析を統合し、当科の二段階口蓋形成手術法における硬口

蓋閉鎖時期の妥当性が確認された。本研究成果を踏まえ、口唇口蓋裂の治療体系の確立に向けた

さらなる取組を検討し、研究は進展している。 
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